
看
護
学
教
育
の
特
殊
性

『Cam
pus�Life

』の
読
者
の
皆
様
は
、
看

護
系
大
学
の
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

従
来
、
看
護
師
や
保
健
師
、
助
産
師
の

看
護
師
等
養
成
校
は
、
看
護
専
門
学
校
が
主

流
だ
っ
た
。
看
護
系
大
学
は
、
１
９
９
１
年

に
は
11
校
で
あ
っ
た
が
２
０
１
９
年
に
は

２
７
０
校
と
、
看
護
師
等
養
成
校
の
3
割
強

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
看
護
系
大
学
で

は
学
問
と
し
て
の
看
護
学
を
教
授
し
つ
つ
、

国
家
試
験
に
合
格
し
て
看
護
師
や
保
健
師
な

ど
の
看
護
職
と
な
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

看
護
系
大
学
で
は
、
国
家
試
験
受
験
資
格

を
得
る
た
め
に
、
学
生
が
学
ぶ
知
識
や
技
術

は
膨
大
で
あ
る
。
講
義
や
演
習
、
病
院
な
ど

で
の
実
習
が
多
く
、
時
間
割
は
過
密
で
あ
る
。

選
択
科
目
の
自
由
な
受
講
や
自
己
学
習
時
間

の
確
保
が
で
き
な
い
な
ど
の
状
況
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
社
会
貢
献
で
き
る

大
卒
看
護
職
を
い
か
に
世
に
送
り
出
す
か
、

効
果
効
率
的
な
教
育
方
法
の
工
夫
は
常
に
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
現
場
で
求
め
ら
れ
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

一
方
、
医
療
現
場
は
医
療
の
高
度
化
・

複
雑
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
医
療
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
は
目
覚
ま
し
く
、
患
者
情
報
は
電
子

カ
ル
テ
で
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
学
生
の
う
ち
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い

る
。
各
大
学
で
は
、
入
学
時
に
パ
ソ
コ
ン
等

を
必
携
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を

始
め
て
い
る
。

電
子
書
籍
を
用
い
た

教
育
の
開
始

本
学
で
も
、
２
０
１
７
年
度
の
1
年
生

か
ら
パ
ソ
コ
ン
が
必
携
と
な
り
、
1
年
生
に

は
全
学
必
修
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
が
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
看
護
専
門
科
目
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
う

授
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
現
状
で
あ
っ
た
。
私

が
担
当
し
て
い
る
老
年
看
護
学
は
、
1
年
後

期
に
老
年
看
護
学
の
概
論
、
2
年
前
期
で
援

助
論
Ⅰ
、
3
年
前
期
で
援
助
論
Ⅱ
、
3
年
後

期
に
実
習
が
必
修
科
目
と
し
て
配
置
さ
れ
て

い
る
。
選
択
に
な
る
が
4
年
前
期
に
総
合
実

習
と
通
年
で
卒
業
研
究
を
受
講
す
る
学
生
が

い
る
。
4
年
間
使
う
老
年
看
護
学
の
教
科
書

は
複
数
の
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る

中
、
あ
る
一
社
の
も
の
は
、
電
子
教
科
書
で

も
購
入
で
き
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
７
年
度
の�

1
年
生
か
ら
電
子
書
籍（D

igital�Education�
Contents

（
以
下
、
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
））を
使
う
教

育
を
開
始
し
た
。

当
初
の
混
乱
と
学
生
の

反
応
、
課
題
の
解
決
と

創
意
工
夫

初
年
度
の
使
い
始
め
は
混
乱
で
あ
っ
た
。

学
生
は
受
講
す
る
科
目
の
教
科
書
を
ま
と
め

て
購
入
す
る
が
、
老
年
看
護
学
の
電
子
教
科

書
は
、〝
ク
ー
ポ
ン
券
〟で
あ
る
。
ク
ー
ポ
ン

券
を
買
っ
て
登
録
し
、
自
分
で
イ
ン
ス
ト
ー

ル
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
よ
う
に
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
し
た
。
し
か
し
、
授
業
の
初
日

に
電
子
教
科
書
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
き
た

学
生
は
3
割
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ク
ー
ポ
ン
を

失
く
し
た
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
き
な
い
、
パ

ソ
コ
ン
が
開
け
な
い
な
ど
授
業
に
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
、
教
員
だ
け

で
対
処
で
き
ず
、
生
協
の
担
当
者
に
来
て
も

ら
っ
て
協
力
を
得
た
。
落
ち
着
い
て
全
員
で

電
子
教
科
書
を
使
う
授
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
3
週
目
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
懲

り
て
2
年
目
か
ら
は
、
授
業
開
始
前
に
電
子

書
籍
の
使
い
方
の
時
間
を
設
け
た
の
で
、
初

回
か
ら
落
ち
着
い
て
授
業
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

学
生
か
ら
は
、
な
ん
で
老
年
看
護
学
の

授
業
だ
け
パ
ソ
コ
ン
や
電
子
書
籍
を
使
う
の

か
、
紙
の
教
科
書
の
方
が
良
い
な
ど
の
意
見

も
あ
っ
た
。
電
子
教
科
書
を
使
う
こ
と
は
強

制
で
は
な
く
紙
の
教
科
書
で
も
よ
い
こ
と
を

伝
え
、
電
子
教
科
書
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
見
せ

な
が
ら
、
授
業
展
開
を
工
夫
し
た
。

授
業
で
は
、
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
い
て
毎

回
教
科
書
を
事
前
に
読
ん
で
く
る
よ
う
意
識

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
が

実
現
す
る

学
生
の
学
び
の
変
化

寄 稿

おおつか　まりこ
＜学歴＞
1981年3月	 千葉大学看護学部卒業
2001年3月	 千葉大学大学院看護学研究科　
	 博士後期課程修了、博士（看護学）
＜主な職歴＞
1981年4月	 王子生協病院　看護師
1984年4月	 埼玉県立衛生短期大学看護学科　
	 助手
1990年4月	 埼玉県立衛生短期大学　講師
1998年4月	 埼玉県立衛生短期大学　助教授
1999年4月	 埼玉県立大学保健医療福祉学部　
	 助教授
2005年4月	 埼玉県立大学保健医療福祉学部　
	 教授
2014年10月	千葉大学大学院看護学研究科　
	 特任教授
2016年4月	 宮城大学看護学部　教授

宮
城
大
学�

看
護
学
群�

教
授　

大
塚 

眞
理
子
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特集 新たな学修・教育環境の現在地

電子書籍のモニター投影

電子書籍を使った授業風景

づ
け
た
。
ま
た
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
授
業
を

行
う
の
で
、
電
子
教
科
書
以
外
に
必
要
な
資

料
は
、
事
前
に
電
子
書
棚
と
メ
ー
ル
に
配
信

し
た
。
学
生
か
ら
の
レ
ス
ポ
ン
ス
は
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
か
ら
学
内
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
。

学
生
は
、
授
業
中
に
電
子
教
科
書
に
教

員
が
つ
け
る
マ
ー
カ
ー
や
付
箋
を
共
有
し
て

ほ
し
い
と
希
望
し
て
き
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
機

能
を
使
っ
た
ミ
ニ
テ
ス
ト
も
好
評
で
あ
っ

た
。
老
年
看
護
学
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
動
画
は
事
前
事
後
学
習
で
視
聴
し
て
い

た
。
教
員
が
作
成
し
た
動
画
教
材
を
電
子
書

棚
へ
の
配
信
が
で
き
た
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ�

な
ど
に
公
開
さ
れ
て
い
る
動
画
や
資
料
も
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
付
箋
に
貼
っ
て
教
材
に
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
動
画
教
材
を
用

い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
各
グ
ル
ー

プ
の
成
果
を
付
箋
に
記
入
し
て
共
有
す
る
こ

と
も
学
生
の
相
互
学
習
を
促
進
し
た
。

学
生
は
各
自
で
使
い
方
を
工
夫
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
携
帯
で
電
子
教
科
書
を
開
い

て
み
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
で
ノ
ー
ト
を
と
っ

て
い
る
学
生
や
電
子
書
籍
の
付
箋
が
ノ
ー
ト

に
な
っ
て
い
る
学
生
な
ど
様
々
で
あ
る
。

学
習
の
ロ
グ
レ
ポ
ー
ト
を
み
る
と
、
授
業

の
前
後
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

別
の
科
目
の
実
習
前
に
老
年
看
護
学
の
電
子

教
科
書
を
見
て
い
る
学
生
が
お
り
、
動
画
を

通
学
時
間
に
視
聴
し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
、

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

電
子
教
科
書
や
電
子
書
棚
に
不
都
合
が

あ
る
と
、
そ
の
都
度
生
協
の
担
当
者
に
改
善

を
お
願
い
し
て
い
る
。
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
表

示
や
ス
ク
ロ
ー
ル
の
方
法
な
ど
は
2
年
目
に

は
改
善
さ
れ
た
。
教
室
の
ネ
ッ
ト
環
境
の
改

善
や
コ
ン
セ
ン
ト
の
増
設
も
大
学
の
事
務
局

が
対
応
し
て
く
れ
た
。
使
い
な
が
ら
様
々
な

問
題
に
直
面
し
、
改
善
し
な
が
ら
進
ん
で
い
る
。

2
年
目
の
1
年
生
に
は
、
授
業
を
開
始

す
る
前
に
、
時
間
を
と
っ
て
電
子
教
科
書
の

使
い
方
に
つ
い
て
、
先
輩
か
ら
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
し
て
も
ら
っ
た
。
以
下
が
そ
の
内
容
で

あ
る
。

【
電
子
教
科
書
を
使
っ
て
よ
か
っ
た
点
】

●
老
年
看
護
学
の
授
業
で
は
教
科
書
が

か
さ
ば
ら
な
い

●
ワ
ー
ド
の
検
索
が
で
き
る

●
先
生
と
の
付
箋
や
ラ
イ
ン
を
共
有
で

き
た

●
動
画
を
す
ぐ
見
ら
れ
る

●
ア
プ
リ
を
入
れ
る
と
、
バ
ス
の
中
で

も
見
ら
れ
る

●
教
科
書
を
あ
ま
り
持
っ
て
い
け
な
い

実
習
で
、
電
子
書
籍
だ
と
す
ぐ
確
認

で
き
る

【
困
っ
た
点
】

●
先
生
の
レ
ジ
ュ
メ
と
教
科
書
が
一
度

に
開
け
な
い
→
2
年
目
に
改
善

　
工
夫
：
レ
ジ
ュ
メ
を
予
め
印
刷
し
、 

　
　
　
授
業
を
受
け
る
よ
う
に
し
た

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ト
ラ
ブ
ル（
回
線
が

混
む
）

　
工
夫
：
定
期
的
に
見
る
→
2
年
目
に�

　
　
　

ネ
ッ
ト
環
境
を
改
善

●
タ
イ
ピ
ン
グ
に
慣
れ
て
い
な
い
人

は
、
メ
モ
に
時
間
が
掛
か
る

　
工
夫
：
教
科
書
と
し
て
だ
け
電
子 

　
　
　
書
籍
を
使
い
、
メ
モ
は
ノ
ー 

　
　
　
ト
で
取
る

【
電
子
書
籍
を
使
っ
て
い
る
感
想
】

※
最
初
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
慣
れ
た

ら
悪
く
な
い（
携
帯
は
忘
れ
な
い
＝

教
科
書
を
忘
れ
な
い
）

※
生
協
で
扱
っ
て
い
な
く
て
も
、
他
科

目
も
電
子
書
籍
が
あ
れ
ば
教
材
を
携

帯
端
末
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

※
長
い
目
で
見
れ
ば
、
看
護
師
に
な
っ

た
際
、
か
さ
ば
る
教
材
を
運
ぶ
手
間

が
な
く
な
り
、
検
索
機
能
で
知
り
た

い
情
報
が
す
ぐ
見
つ
か
る

※
現
在
、
電
子
カ
ル
テ
を
使
用
し
て
い

る
病
院
が
多
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作

は
必
要
不
可
欠
な
ス
キ
ル
。
タ
イ
ピ

ン
グ
に
も
慣
れ
て
お
い
た
方
が
良
い

Ｚ
世
代
の
看
護
学
生
に

現
れ
た
学
び
の
多
様
性
と

教
育
方
法
の
工
夫

2
年
目
の
1
年
生
は
、
電
子
教
科
書
を

使
っ
た
授
業
が
大
変
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
。

年
々
、
電
子
教
科
書
の
受
け
入
れ
は
良
い
よ

う
に
思
う
。

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
の
使
用
は
3
年
目
と
な
っ
た
。

初
年
度
の
1
年
生
は
3
年
生
と
な
り
、
使
い

方
が
多
様
に
な
っ
て
い
る
。
電
子
教
科
書
を

読
ん
だ
り
動
画
を
見
た
り
は
、
パ
ソ
コ
ン
よ

り
も
携
帯
を
使
う
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

病
院
実
習
で
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
電
子
教
科
書
や

授
業
で
配
信
し
た
資
料
を
開
き
、
実
習
に
活

用
し
て
い
る
。

１
９
９
５
年
以
降
に
生
ま
れ
た「
Ｚ
世

代
」と
呼
ば
れ
る
現
在
の
大
学
生
た
ち
は
、

生
ま
れ
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
囲
ま

れ
て
育
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
自

由
に
ア
ク
セ
ス
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
す
る
こ

と
に
抵
抗
感
が
な
い
そ
う
で
あ
る
。
確
か

に
、
動
画
を
好
み
、
マ
ー
カ
ー
や
付
箋
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
成
果
を
発
信
し
共
有
す
る

こ
と
を
好
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
教
員
の
方
が

固
定
観
念
に
縛
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
を
使
っ
た
授
業
は
予
想
を
超

え
た
可
能
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
学
生
と

と
も
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
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